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毎月月初にコンテンツが追加更新されていきます。 ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �
3月追加予定：【個人への提案】人生100年�
時代のライフプランニング（現役世代編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
3月追加予定：法人�No.23�事業承継の
全体のポイント

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
3月追加予定：【法人】公的年金の仕組み

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を
学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

リニューアル

定期保険・第三分野保険の� �
保険料経理処理の改正について
2019年6月の法人税基本通達の改正について解説しています。
学習できる主な項目
●解約返戻率の区分ごとの経理処理の具体的取扱いを事例を使って
図表でわかりやすく解説しています
・経理処理の基本ルール（令和元年7月 8日以降）
・最高解約返戻率50％以下および50％超 85％以下
・最高解約返戻率85％超
●元大手生命保険会社勤務の税理士が通達改
正についての解説をしています

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

新コンテンツ

過去の記事も
こちらから見られます。

生保セールスに役立つ記事
保険・金融業界や税務、社会保障制度などについての
旬な情報を、税理士や社会保険労務士などの士業や
FP、各界のジャーナリストなど専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月曜日に掲載します。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

新コンテンツ

あなたの会費で
制作しております



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

衰運3期目、今月は変化厳禁の時。辛抱
強く、どんなときでも流れを変えないで
過ごすことです。情が絡んだり情に流され
たりする1ヵ月です。自分ファーストで
過ごしましょう。ビジネス運は紹介にヒント
あり。自分からお願いしてみると意外と
成果は早いでしょう。金銭運は良くない
です。社交運は悪くないですが、時間の
余裕がありません。
開運★東南大吉方位～ここで営業活動を。
（ビッグチャンスに恵まれる、大きなお金に縁が付く）

衰運の 2 期目に入り、あなたを取り巻く
周囲は注目度が高く、一挙手一投足に注
意の目を向けてきます。騒々しい 1ヵ月
になりそうです。ビジネス運は顧客離れ
が頻繁に起こりそうな気配ですから、自
らも注意して自分の仕事を守りましょう。
金銭運は極力無駄遣いをしないように、
計画的な出費をしてね。社交運は再会あり。

開運★西北大吉方位～商談は是非この方位を。
（グループや親族などの支援あり、相続の話も出る）

衰運の 5 期目です。衰運最後の今月は
比較的陽気に過ごせそうです。いよいよ、
来月から盛運に向かうので、ビジネス運
はその準備をして机上作戦で計画表等を
作り備えましょう。社会の仕組み等が大き
く変わる時代の変化の気配なので、自ら
しっかり捉えてね。金銭運、社交運は良く
ないです。

開運★西南大吉方位～ここで飲食や営業活動を。
（千客万来に成る、紹介話が舞い込む）

待望の盛運 1期目です。自分の気の合う
場所で過ごす 1ヵ月ですから、思うよう
に展開できます。今月のテーマは「迷わ
ない、グズグズしない」を基本に活動して
いきましょう。ビジネス運は遠方からの
問い合わせなどが多い時。少々遠くても
良い展開にしましょう。金銭運は無駄を
省き計画的にね。社交運はモテモテです。
開運★北大吉方位～是非ここで顧客訪問を。
（スピード感が出て、若者から支持を受ける、
新しい顧客開拓成る）

発展の運気に乗って過ごす、盛運 2期目
です。今月はいつもの月より少々欲張り
になっているあなたですが、ほどほどに
しておきましょう。何事も過ぎると反転
してしまい、手に入るものも入らなくなり
ます。ビジネス運は再生復興ができると
きなのです。放置していた案件にもう一度
挑戦してね。金銭運も社交運も現状維持
です。
開運★東南大吉方位～ここで営業活動を。
（目上の方や、上司、力のある方々からの支援あり）

盛運 3 期目の今月は、あなたの願って
きたことが叶う月です。願望が達成でき
るのです。力強い 1ヵ月になります。ビ
ジネス運は同時に動くことがテーマの時
ですから、くまなく気になる所へは顔を
出して活動を展開させましょう。それが
千客万来を呼び込みます。金銭運は大き
く潤います。社交運はモテモテで人気上
昇中です。
開運★東北大吉方位～商談、営業活動はここで。
（新しい動きが出てくる、全てに良い変化が起こる）

盛運 4 期目、運勢階段の最上階へ突入
しました。肩で風を切るごとく順風満帆
の時。慢心してしまいそうです。今月は
言動振る舞いに気を付け、極力謙虚な
姿勢で過ごしましょう。ビジネス運は足許
を固め、内面を強化して次への備えをし
てね。金銭運は現状維持です。社交運
は新しい出会いはありません。次へ期待
しましょう。
開運★西北大吉方位～ここで営業を。
（大きな商談になる、組織が支援してくれる）

今月のあなたは勢いがあるのに、何故か
力が入らない衰運 1 期目です。衰運 1
期目は自分を過信してしまいそうなので、
慎重に油断をしないで過ごすこと。ビジ
ネス運は「動いて、動いて」活動をする
ことで成果は上がるでしょう。金銭運は
良好です。今月は組織や目上からの支援
もあるときですから潤いを得ます。社交
運は来月までお預けです。
開運★南吉方位～ごく近くを散歩程度。
（勤勉さが身につく、家族の支援あり）

今月の運気は衰運 2 期目で状況が良く
ありません。自分の気も取り巻く状況も
あなたには味方をしてくれません。ビジ
ネス運は言葉の行き違いでトラブルにな
る気配ですから、注意して活動しましょ
う。金銭運は散財の気配が色濃い時。
遊興等使いすぎ注意。社交運は良くな
い誘いが多すぎるので気をつけましょう。

開運★西南大吉方位～ここで営業活動を。
（千客万来を呼び込める、良い噂が遠方へ届く）

2020 年 3月節

3.5▶4.3



CON T EN T S

「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

	 マダム晶子の九性気学で	今日から開運

02	  最終回　特集　第 5回　水の国シリーズ
 水中ウォーキングの  

驚きの効果と楽しみ方

06	 最終回　第5回　ワインの基礎知識
 ワインは「話題作りの宝庫」

08	 第 59 回　ゼロから学ぶ税金講座
 2020 年の所得税は  

減税か増税か〈前編〉

10	 第 207 回　ありがとう生命保険	 	 	
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「外国と日本の生命保険を比べて」
	 徳島県	小松島市立小松島中学校　2学年　秋田	航輝

12	 第 36 回　社会保険Q&A
 育児休業期間中の収入は？

13	 第 96回　桐生純子の愛され力	 	 	
コミュニケーション術

  【信頼される人のシンプルな習慣】 
～脚の位置で信頼度を上げる～

14	 第 190 回　お客様からの感謝の声
 29 歳で生命保険加入。  

２年間で２度の入院を経験して、  
「転ばぬ先の杖」を実感しました

18	 第 108 回　思わず伝えたくなる！	 	 	
お金にまつわるエトセトラ

 NISA 見直し！　非課税制度はこう変わる

19	 タオル等収集へご協力のお願い

20	 2020 年 JAIFA 年次大会 in 静岡 
参加者募集開始のご案内

のドリーム募金 累計総額  5億3,933万6,966円
令和元年度 募金現在額は1,346万5,630円です（令和2年1月31日現在）愛
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水
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メ
リ
ッ
ト
は
？

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
そ
の
名
の
通
り

プ
ー
ル
な
ど
水
の
中
を
歩
く
運
動
で
す
。
最
大
の

特
徴
は
、陸
上
運
動
で
は
不
可
能
な
「
浮
力
」「
水

圧
」「
水
の
抵
抗
」
の
３
つ
の
特
性
を
活
用
で
き

る
こ
と
で
す
。

プ
ー
ル
で
胸
の
あ
た
り
ま
で
水
に
つ
か
っ
た
状

態
に
な
る
と
、
浮
力
で
体
重
は
10
分
の
１
程
度
に

な
る
と
い
い
ま
す
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
こ
う
し
た
水
の
浮
力

が
あ
る
こ
と
で
、
腰
や
膝
な
ど
へ
の
負
担
が
少

な
く
、
体
力
に
自
信
の
な
い
人
や
高
齢
者
、
日

頃
運
動
し
な
い
人
で
も
無
理
な
く
、
効
率
的
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

水
圧
の
効
果
は
、
血
液
の
循
環
が
よ
く
な
る
こ

と
。
血
行
が
良
く
な
れ
ば
老
廃
物
が
減
り
、
手

足
の
む
く
み
や
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
の
解
消
に

も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
水
に
逆
ら
っ
て
歩
く
の
で
適
度
な

抵
抗
が
か
か
り
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
筋
力
や

心
肺
機
能
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
水
中
で
体
の
熱
が
奪
わ
れ
て
代
謝
が
活

性
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
多
く
な
り
ま
す

か
ら
、
体
脂
肪
の
燃
焼
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
、

そ
の
た
め
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
改
善
に
も
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

5・8・10・12月号に続いて、「水の国シリーズ」をお届けします。
最終回の今回は、健康維持に手軽なウォーキング。
その中でも「水中ウォーキング」といわれる、ちょっと変わった運動をご紹介します。
どんな効果があるのか、その楽しみ方等をみていきましょう。

特集

水中ウォーキングの
驚きの効果と楽しみ方
水中ウォーキングの
驚きの効果と楽しみ方

最終回

● 浮力
浮力により、体にかかる重力による負荷を軽くして、関節や筋肉への負
荷を緩和してくれます。肥満気味の人や、膝や腰などに痛みを持ってい
る人でも、水中なら楽に体を動かすことができます。
● 水圧
水圧は、体全体の血液を心臓に戻す働きを助けてくれます。また、１回の
拍動で送り出される血液量も増えるため、心拍数や血圧が下がり、運動
による心臓への負担を軽くしてくれます。
● 水の抵抗
水中運動では、水による負荷がかかるため、水中で立っているだけでも
全身の筋肉バランスがよくなります。鍛えたい部位を集中的に動かせば、
効率的なトレーニングが可能です。

水中ウォーキングで活用できる 3 つの特性

最終回

第 5 回

02



水
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安
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に
水
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運
動
を
行
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注
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基
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な
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プ
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っ
た
後
の
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ス
ト
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ま
た
、
運
動
を
始
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る
前
や
運
動
中
に
は
、
脈

拍
を
測
り
ま
す
。
手
首
の
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中

指
の
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脈
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そ
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ば
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。
１
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間
に
１
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安
に
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そ
れ
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に
な
っ
た
ら
軽
め
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メ
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ュ
ー
に
し
ま

し
ょ
う
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歩
く
ス
ピ
ー
ド
は
、
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
60

秒
程
度
の
ペ
ー
ス
か
ら
始
め
て
、
そ
の
日
の
体
調

に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
水
中
運

動
と
は
い
っ
て
も
汗
は
か
き
ま
す
。
こ
ま
め
な
水

分
補
給
も
忘
れ
ず
に
。

な
お
、
水
中
に
入
っ
た
ら
、
血
圧
が
下
が
っ
て

安
定
す
る
の
に
２
分
程
度
か
か
り
ま
す
。運
動
は
、

２
分
経
過
後
に
始
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践
法

水
中
で
歩
く
だ
け
で
い
い
の
で
、
泳
げ
な
い
人

や
日
頃
運
動
習
慣
の
な
い
人
で
も
、
手
軽
に
始
め

ら
れ
る
の
が
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
良
さ
。

と
は
い
え
、
た
だ
水
中
で
歩
く
だ
け
で
な
く
、

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
効
果
的
な
歩
き
方
を
知
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て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
に
は
「
前
歩
き
」

「
横
歩
き
」「
後
ろ
歩
き
」
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
３
種
類
の
歩
き
方
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組
み
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わ
せ
、
合
計

20
分
間
を
１
セ
ッ
ト
と
し
、
週
に
２
回
程
度
行
い

ま
す
。

【
前
歩
き
】

前
歩
き
で
は
、足
の
前
側
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

背
筋
を
真
っ
直
ぐ
に
し
た
姿
勢
で
視
線
を
下
げ

な
い
よ
う
、
両
手
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

片
足
ず
つ
し
っ
か
り
と
踏
み
込
ん
で
歩
き
ま
し
ょ

う
。ポ

イ
ン
ト
は
、
歩
く
と
き
に
つ
ま
先
を
蹴
り
出

す
よ
う
に
進
む
こ
と
。足
を
真
っ
直
ぐ
に
出
す
と
、

水
の
抵
抗
を
受
け
て
、
太
も
も
の
前
側
の
筋
肉
や

す
ね
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
筋
肉
は
、
転
び
そ
う
に
な
っ
た
と
き

に
踏
ん
張
る
と
き
や
、
つ
ま
先
を
上
げ
て
つ
ま
づ

き
に
く
く
す
る
た
め
に
大
切
な
筋
肉
で
す
。

【
横
歩
き
】

横
歩
き
は
、
股
関
節
周
辺
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運

動
で
す
。
背
筋
を
伸
ば
し
、
進
行
方
向
と
は
反
対

側
の
足
を
軸
に
し
て
重
心
を
乗
せ
た
状
態
で
横
に

進
み
ま
す
。こ
の
と
き
の
歩
幅
は
肩
幅
程
度
に
し
、

進
行
方
向
の
足
に
重
心
が
移
っ
た
ら
、
反
対
の
足

を
踏
み
出
し
て
両
足
を
揃
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
軸
足
を
踏
み
出
し
た
足
の
方
向

に
向
け
て
引
き
つ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
両
足
が
揃
っ
た
と
き
に
お
尻
の
筋
肉
を
締
め

て
、
腹
筋
に
力
が
入
る
よ
う
意
識
す
る
こ
と
で

す
。横

歩
き
で
は
、
お
尻
の
横
側
に
あ
る
中
殿
筋
が

鍛
え
ら
れ
、
股
関
節
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ふ

ら
つ
き
や
転
倒
を
防
ぐ
の
に
役
立
ち
ま
す
。ま
た
、

変
形
性
股
関
節
症
な
ど
に
よ
る
痛
み
の
あ
る
人
で

も
、
無
理
な
く
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
後
ろ
歩
き
】

太
も
も
の
裏
側
の
筋
肉
を
重
点
的
に
鍛
え
る
の
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背筋を
真っ直ぐに
した姿勢で
視線を正面に

両手で
バランスを取り、
つま先を蹴り
出すように進む

前歩き

軸足に重心を
乗せた状態で、
肩幅くらいに
踏み出す

軸
足

軸足を
踏み出した足の
方向に向けて
引き寄せる

横歩き

進行方向に対し
後ろ向きに
なり、両手で
バランスを取る

水の抵抗を
受けるよう
に真っ直ぐ
　　に進む

後ろ歩き

が
後
ろ
歩
き
で
す
。
進
行
方
向
に
対
し
て
後
ろ
向

き
に
な
り
、
両
手
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
姿
勢
を

保
っ
た
ま
ま
進
み
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
水
の
抵
抗
を
受
け
る
よ
う
に
、

で
き
る
限
り
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
こ
と
で
す
。
太
も

も
の
後
ろ
側
に
あ
る
、
大
腿
二
頭
筋
と
い
う
筋
肉

が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
の
で
、

腰
痛
の
あ
る
人
で
も
安
心
し
て
取
り
組
め
る
運
動

で
す
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
を�
�

加
速
す
る
に
は
？

基
本
の
３
つ
の
歩
き
方
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
も

う
少
し
運
動
量
を
上
げ
て
健
康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
効

果
を
加
速
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

歩
く
と
き
に
は
、
膝
を
直
角
に
上
げ
て
歩
く

と
、
も
も
を
引
き
上
げ
る
と
き
に
使
わ
れ
る
、
イ

ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
大
腰
筋
が
鍛
え
ら
ま
す
。

ジ
ャ
ン
プ
の
要
素
を
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取

り
入
れ
る
こ
と
も
有
効
で
す
。運
動
量
が
増
え
て
、

筋
肉
の
引
き
締
め
効
果
と
と
も
に
脂
肪
の
燃
焼
効

果
も
高
ま
り
、
美
脚
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
水
中
で
の
軽
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
有
効

で
す
。
水
中
な
の
で
、
膝
な
ど
の
関
節
へ
の
負
担

も
少
な
く
安
全
で
す
。
や
り
方
は
、
姿
勢
を
真
っ

直
ぐ
に
し
、
片
足
で
プ
ー
ル
の
底
を
蹴
っ
て
飛
び

跳
ね
る
よ
う
に
動
き
ま
す
。反
対
の
足
で
着
地
し
、

こ
の
動
き
を
繰
り
返
し
ま
す
。

水
の
抵
抗
で
前
に
進
む
と
き
に
姿
勢
を
崩
し
や

す
く
な
り
ま
す
が
、
水
の
抵
抗
に
負
け
な
い
よ
う

姿
勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
後
ろ

向
き
や
つ
ま
先
立
ち
で
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
試
し
て

み
ま
し
ょ
う

＊
　
＊
　
＊

屋
内
プ
ー
ル
な
ど
で
あ
れ
ば
、
一
年
中
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
季
節
を

問
わ
な
い
手
軽
な
運
動
と
し
て
最
適
で
す
。
こ
れ

ま
で
運
動
習
慣
の
な
か
っ
た
人
、
健
康
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
一
度
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
】

最
近
で
は
、
介
護
施
設
等
の
室
内
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
も
注
目
を
集
め
て
い
る
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
は
、
理
学
療
法
士
等
の
専
門
知
識
を

も
っ
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
水

中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
運
動
能

力
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
水
中
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
介
護
度
や
運
動
能
力
に
関
係
な

く
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
脳
卒
中
等
の
脳
血
管
疾
患
の
患
者
さ
ん

に
は
有
効
と
考
え
ら
れ
、
認
知
症
の
予
防
や
改
善

に
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

水中ウォーキングをするにあたって注意すること
● �体調が悪いときは運動を控える。運動前に脈拍を測
るなど、その日の体調で運動量を調節する。

● �水中でも運動をすれば発汗するので、こまめに水分
補給をする。

● �心臓病・高血圧疾患等、健康状態に不安がある場合
は、あらかじめ医師と相談する。

● �運動をする前後にはストレッチを充分に行い、水中
に入ってからも急に運動を始めない。プールから出
るときもゆっくり出るようにする。
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背筋を
真っ直ぐに
した姿勢で
視線を正面に

両手で
バランスを取り、
つま先を蹴り
出すように進む

前歩き

軸足に重心を
乗せた状態で、
肩幅くらいに
踏み出す

軸
足

軸足を
踏み出した足の
方向に向けて
引き寄せる

横歩き

進行方向に対し
後ろ向きに
なり、両手で
バランスを取る

水の抵抗を
受けるよう
に真っ直ぐ
　　に進む

後ろ歩き

水中ウォーキング

三つの基本動作
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ワインの基礎知識ワインの基礎知識
第　　 回5最終回

ワ
イ
ン
の
話
で
仕
掛
け
て
、
共
通
の
話
題
を
探
る
の

で
す
。

あ
な
た
が
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
接
待
を
す
る
場

合
を
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

席
に
つ
い
た
ら
ま
ず
飲
み
物
の
注
文
で
す
。
フ
レ
ン

チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
で
あ
れ
ば
、
相
手
が
飲
め
な

い
場
合
を
除
き
、
お
そ
ら
く
ワ
イ
ン
を
注
文
す
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
相
手
が
ワ
イ
ン
好
き
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
す
の
で
、
ワ
イ
ン
好
き
で
あ
れ
ば

も
う
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。「
ワ
イ
ン
談
議
」
に
花
を

咲
か
せ
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

相
手
が
ワ
イ
ン
に
詳
し
く
な
い
、
ま
た
は
興
味
が
な

い
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？　

ワ
イ
ン

以
外
の
話
題
を
見
つ
け
よ
う
と
焦
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ワ
イ
ン
に
興
味
の
な
い
相
手

に
も
ワ
イ
ン
の
話
題
で
い
く
ら
で
も
仕
掛
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
で
す
。

ワ
イ
ン
が
ボ
ト
ル
で
席
に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
を
見
な
が
ら
こ
う
言
う
の

で
す
。

「�

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
も
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
ピ
カ
ソ

の
絵
が
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
に
な
っ
た
の
を
ご
存
じ
で
す

今
晩
は
大
切
な
接
待
が
控
え
て
い
る
と
し
ま
し
ょ

う
。今

日
の
商
談
で
初
め
て
会
っ
た
お
客
様
相
手
に
、
仕

事
の
話
以
外
で「
何
を
話
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
不
安
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
天
気
の
話
は
す
で

に
今
日
の
商
談
時
に
し
て
し
ま
っ
た
し
…
…
。

そ
こ
で
提
案
で
す
。

か
？
」

「�

え
っ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
!?
」

「�

は
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
ボ
ル
ド
ー
地
区
の
５
大
シ
ャ
ト
ー

の
一
つ
、
シ
ャ
ト
ー
・
ム
ー
ト
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト

の
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
は
、
１
９
４
６
年
ビ
ン
テ
ー
ジ
以

降
、
毎
年
世
界
の
著
名
な
画
家
や
彫
刻
家
の
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て
い
る
の
で
す
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
ラ
ベ

ル
も
あ
り
ま
す
し
、
日
本
人
画
家
に
よ
る
ラ
ベ
ル
も

今
ま
で
に
２
件
あ
る
の
で
す
よ
」

「�

日
本
人
画
家
と
い
い
ま
す
と
…
…
？
」

「�

１
９
７
９
年
の
堂ど

う
本も

と
尚ひ

さ
郎お

と
１
９
９
１
年
の
出い

で
田た

節せ
つ

子こ

で
す
」

「�

や
は
り
日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「�

ス
マ
ホ
で
検
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
で
す
」

「�

な
る
ほ
ど
、
１
９
７
９
年
の
ラ
ベ
ル
は
色
使
い
が
、

そ
し
て
１
９
９
１
年
は
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
か
、
絵
が

ど
こ
と
な
く
日
本
的
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
！
」

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

相
手
が
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
話
が
ど

ん
ど
ん
盛
り
上
が
る
は
ず
で
す
。
時
事
ネ
タ
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ワインは
「話題作りの宝庫」― ―

5月号では基本的なワインの原料や造り方、8月号では
基本マナー、11月号ではワインラベルの読み方、1月号
ではブドウの品種取り上げてきました。今回は、ビジネス

シーンにおいてワインが「共通の話題」となり、
役立つ事例を最後にご紹介します。
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ワインの基礎知識ワインの基礎知識
第　　 回5「�

激
し
い
言
動
で
世
界
を
揺
る
が
し
て
い
る
ド
ナ
ル
ド・

ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
で
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
ワ
イ
ン

が
あ
る
っ
て
ご
存
じ
で
し
た
か
？
」

「�

え
っ
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ

る
の
で
す
か
？
」

「�

は
い
。
２
０
１
１
年
に
ア
メ
リ
カ
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

に
あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
買
収
し
た
の
で
す
。
経
営
は

息
子
に
任
せ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
入
賞
歴
も
あ
る
い
い
ワ
イ
ン
を
造
る
そ
う
で
す
」

こ
の
よ
う
な
会
話
を
き
っ
か
け
に
時
事
ネ
タ
で
盛
り

上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
米
国
大
統
領
の
話
題
か

ら
政
治
的
な
話
に
展
開
す
る
可
能
性
も
で
て
き
ま
す
。

よ
く
「
宗
教
と
政
治
の
話
は
タ
ブ
ー
」
と
い
い
ま
す

が
、
初
対
面
で
い
き
な
り
政
治
的
な
話
で
互
い
に
熱
く

な
っ
て
も
困
り
ま
す
か
ら
、
次
の
よ
う
に
話
を
転
換
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「�

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
米
国
大
統
領
に
な
っ
て
か

ら
、
ト
ラ
ン
プ
ワ
イ
ン
の
売
り
上
げ
が
も
の
す
ご
く

ア
ッ
プ
し
た
そ
う
で
す
よ
」

「�

さ
す
が
に
彼
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
す
ね
」

「�

ほ
ん
と
う
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
彼
は
ワ
イ

ン
ど
こ
ろ
か
酒
を
一
滴
も
飲
ま
な
い
そ
う
で
す
」

「�

そ
の
か
わ
り
、
た
し
か
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
を
一

日
12
本
飲
む
と
か
…
…
」

こ
の
よ
う
に
芸
能
ネ
タ
へ
と
話
を
持
っ
て
い
く
こ
と

も
で
き
る
の
で
す
。

最
後
は
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。

「�

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ワ
イ
ン
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
」

「�

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ワ
イ
ン
？　

イ
ギ
リ
ス
の
ワ
イ

ン
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」

「�
は
い
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
イ
ギ
リ
ス

も
ワ
イ
ン
の
産
地
な
の
で
す
」

「�

飲
ん
だ
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
」

「�

か
な
り
昔
か
ら
ワ
イ
ン
は
造
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
気
温
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
ブ
ド
ウ
が
十
分
に

熟
さ
ず
に
、結
果
、ワ
イ
ン
の
評
価
は
ず
っ
と
低
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
と
こ
ろ
の
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
品
質
が
ぐ
っ
と
向
上
し
て
、
今
で
は
国
際
的

な
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
受
賞
を
す
る
な
ど
、
世
界

的
に
品
質
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
特
に

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
は
と
て
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
そ
う
で
す
よ
」

「�

そ
う
だ
と
す
る
と
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
他
の
生

産
地
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
？
」

「�

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が

進
め
ば
、
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン

ス
の
ボ
ル
ド
ー
地
区
や
、
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ

地
区
な
ど
の
銘
醸
地
の
生
産
量
が
、
現
在
の
85
％
ま

で
落
ち
込
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
世
界
の

ワ
イ
ン
地
図
が
書
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
」い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
環
境
問
題
に
ま

で
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

「
ワ
イ
ン
」
を
切
り
口
に
様
々
な
話
題
を
提
供
す
る
。

「
ワ
イ
ン
」
は
ま
さ
に
タ
ブ
ー
な
き
「
話
題
の
宝
庫
」

な
の
で
す
。

井上 雅夫
ワインコンサルタント／醸造家／  
J.S.A 認定 ソムリエ
カリフォルニアのワイナリーにて約
20 年間、ワイン醸造とワイナリー運営
に従事。その間、世界ワインコンクール
で赤ワイン部門の「グランプリ」を受賞。
帰国後は複数のワイナリーでワイン
醸造を手掛け、現在も長野県のワイナ
リーにてワイン造りに励み、その他ワイン
セミナー等で各地を訪問している。著書 
に「ワインづくりの心得を生かす　部下を 
酸化させない育て方」（実務教育出版）、

「ビジネスの武器としてのワイン入門」
（日本実業出版社）などがある。

ワインセミナー等のご相談・お問い合わせ
inouewinery@forest.ocn.ne.jp
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第 59 回

2020年の所得税は
減税か増税か〈前編〉

２
０
１
８
年
に

決
ま
っ
て
い
た
改
正

　

今
回
も
税
制
改
正
に
つ
い
て
取
り
上
げ

よ
う
。
と
い
っ
て
も
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

今
年
度
、
す
な
わ
ち
２
０
２
０
年
度
の
税
制

A

改
正
で
決
め
ら
れ
る
改
正
事
項
で
は
な
く
、

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
話
な
ん
だ
。

　

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
？　

ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
？

　

税
制
改
正
は
、
毎
年
、
１
月
か
ら
の
通

常
国
会
で
、
４
月
か
ら
の
新
年
度
の
国
の

予
算
と
と
も
に
税
制
改
正
法
案
が
審
議
さ

れ
、
通
常
３
月
末
ま
で
に
法
案
が
成
立
し
て

実
施
さ
れ
る
。
早
け
れ
ば
そ
の
年
か
ら
適
用

さ
れ
る
―
た
と
え
ば
先
月
号
で
取
り
上
げ

た
寡
婦
控
除
の
改
正
は
い
ま
開
か
れ
て
い
る

国
会
で
改
正
法
が
成
立
し
２
０
２
０
年
分
の

所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
だ
。
た
だ

し
、
な
か
に
は
、
そ
の
年
か
ら
適
用
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
適

用
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
ん
だ
。
今
回
取
り
上

げ
る
基
礎
控
除
や
給
与
所
得
控
除
の
改
正
は

２
０
１
８
年
度
の
税
制
改
正
で
決
め
ら
れ
た

も
の
で
、
そ
れ
が
２
０
２
０
年
つ
ま
り
今
年

分
の
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
。

BA

　

前
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で

す
か
。

　

そ
う
な
ん
だ
。
い
ま
の
国
会
で
審
議
さ

れ
て
い
る
２
０
２
０
年
度
の
税
制
改
正
に
つ

い
て
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
よ
く
報
道
さ
れ

る
け
れ
ど
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
な
ど
も
取
り
上
げ
な
い
の

で
、
隠
さ
れ
た
、
地
味
な
改
正
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
ね
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
改
正
な
の
で

す
か
？

　

い
く
つ
か
改
正
点
が
あ
る
の
で
順
を

追
っ
て
説
明
す
る
よ
。
ま
ず
、
基
礎
控
除
が

一
部
の
人
を
除
き
10
万
円
増
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

基
礎
控
除
っ
て
な
ん
で
し
た
っ
け
？

　

所
得
税
や
住
民
税
を
計
算
す
る
過
程
で

所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
所
得
控
除
の
ひ

と
つ
だ
よ
。
生
命
保
険
料
控
除
や
、
配
偶
者

控
除
な
ど
と
同
列
の
位
置
づ
け
だ
。

　

基
礎
控
除
は
だ
れ
が
ど
う
い
う
場
合
に

BABABAB
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そ
れ
は
残
念
で
す
。
な
ん
で
一
方
で
控

除
額
を
10
万
円
増
や
し
て
、
も
う
一
方
で
減

ら
す
な
ん
て
面
倒
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す

か
？

　

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
な
る
の
は
、

給
与
所
得
の
人
、
つ
ま
り
会
社
員
な
ど
勤
め

人
の
場
合
な
ん
だ
。
給
与
所
得
控
除
が
適
用

さ
れ
る
の
は
、
会
社
な
ど
か
ら
給
料
を
も

ら
っ
て
い
る
人
に
限
ら
れ
る
か
ら
ね
。
逆
に

い
う
と
、
給
与
所
得
者
以
外
の
人
も
基
礎
控

除
の
10
万
円
増
加
の
対
象
に
な
る
人
は
い
る

の
で
、
減
税
に
な
る
人
も
い
る
。

　

会
社
員
だ
け
は
減
税
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

　

必
ず
し
も
会
社
員
だ
け
、
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
け
れ
ど
、
会
社
員
は
減
税
さ
れ
な

い
こ
と
は
た
し
か
だ
ね
。
会
社
員
に
限
ら
ず

所
得
が
多
い
人
は
、
基
礎
控
除
が
減
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
、
会
社
員
で
も
会
社
員
以
外

で
も
、
増
税
に
な
る
人
も
い
る
よ
。

（
次
号
２
０
２
０
年
４
月
号
に
続
き
ま
す
）

BABA

受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

　

基
礎
控
除
は
、
そ
の
名
前
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
基
礎
的
な
控
除
で
、
２
０
１
９
年

ま
で
は
だ
れ
で
も
無
条
件
で
適
用
さ
れ
て
い

た
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
は
適
用
さ
れ
な
い
人

も
で
て
く
る
の
で
す
か
？

会
社
員
は

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

　

こ
れ
ま
で
は

控
除
額
は
一
律

38
万
円
だ
っ
た
が
、

２
０
２
０
年
か
ら

は
図
表
の
よ
う
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、

合
計
所
得
金
額
が

２
５
０
０
万
円
を

超
え
る
人
に
は
基

礎
控
除
は
適
用
さ

れ
ず
、
２
４
０
０
万

円
を
超
え
る
人
は

AB

A

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

控
除
額
が
減
る
。
10
万
円
増
え
て
48
万
円
に

な
る
の
は
合
計
所
得
金
額
が
２
４
０
０
万
円

以
下
の
人
に
限
ら
れ
る
よ
。

　

実
際
に
は
合
計
所
得
金
額
が

２
４
０
０
万
円
を
超
え
る
人
は
あ
ま
り
い
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
は

控
除
額
が
10
万
円
増
え
て
、
そ
の
分
税
金
が

減
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

こ
の
基
礎
控
除
だ
け
み
れ
ば
そ
う
な
る

ね
。
所
得
控
除
後
の
課
税
所
得
が
10
万
円
減

る
か
ら
そ
の
分
、税
額
が
減
る
こ
と
に
な
る
。

所
得
税
の
税
率
は
課
税
所
得
が
い
く
ら
か
、

に
よ
っ
て
異
な
る
け
れ
ど
、
か
り
に
20
％
だ

と
す
れ
ば
10
万
円
の
20
％
、
２
万
円
の
減
税

と
な
る
。

　

そ
れ
は
朗
報
で
す
ね
。

　

じ
つ
は
、こ
の
話
に
は
ま
だ
先
が
あ
る
。

基
礎
控
除
は
10
万
円
増
え
る
け
れ
ど
、
一
方

で
給
与
所
得
控
除
が
10
万
円
減
る
ん
だ
。
つ

ま
り
、
差
し
引
き
で
控
除
額
が
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
ゼ
ロ
と
な
る
か
ら
、
減
税
に
も
増
税
に

も
な
ら
な
い
。

BABA

合計所得金額 2019 年分まで 2020 年分から

2,400 万円以下

38万円

48万円

2,400 万円超　2,450 万円以下 32万円

2,450 万円超　2,500 万円以下 16万円

2,500 万円超 0

図表■基礎控除額の改正
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

外
国
と
日
本
の
生
命
保
険
を
比
べ
て

徳
島
県 

小
松
島
市
立
小
松
島
中
学
校　

二
学
年　

秋あ
き
た田 

航こ
う
き輝

　

あ
る
夜
、
ぼ
く
は
家
族
で
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
て
い

た
。
ぼ
く
は
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
大
好
き
だ
。
そ
の
日
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
番
組
を
見
て
、
父
と
一
緒
に
笑
い
あ
っ
て
い
た
。

　

番
組
の
途
中
で
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
流
れ
た
。
生
命
保
険
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
だ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
父
が
、

「
ス
リ
ラ
ン
カ
だ
っ
た
ら
、
生
命
保
険
に
入
る
人
は
あ
ん
ま
り
お
ら

ん
な
ぁ
。」

と
言
っ
た
。
ぼ
く
の
父
は
ス
リ
ラ
ン
カ
人
な
の
だ
。

　

ぼ
く
は
不
思
議
に
思
い
、
父
に
理
由
を
尋
ね
る
と
、

「
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
考
え
方
が
違
う
し
な
ぁ
。
そ
れ
に
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
保
険
は
あ
ま
り
信
用
で
き
ん
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
な
ぁ
。」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
ぼ
く
は
な
ぜ
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
は
あ

ま
り
生
命
保
険
に
入
ら
な
い
の
か
、
ほ
か
の
国
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
と
、
次
々
と
疑
問
が
わ
い
て
き
た
の
で
、
外
国
の
保
険
事
情
に

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
。

　

ま
ず
世
界
の
国
々
の
生
命
保
険
へ
の
加
入
率
を
調
べ
て
み
る
と
、

加
入
率
が
高
い
国
は
、一
位
ア
メ
リ
カ
、二
位
日
本
、三
位
イ
ギ
リ
ス
、

四
位
フ
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い
た
。（
※
）
イ
ギ
リ
ス
は
生
命
保
険
発

祥
の
国
ら
し
い
が
、
日
本
が
そ
の
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
加
入
率
が
高
い

こ
と
に
驚
い
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
生
命
保
険
の
加
入
率
が
世
界
第
一
位
だ
が
、

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
医
療
保
険
の
割
合
が
高
く
、
死
亡
保
険
の
割

合
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
低
く
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
さ

ら
に
低
く
、
フ
ラ
ン
ス
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
一
方
日
本
の
死

亡
保
険
の
加
入
率
は
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
他
国
と
の
間
に
大

き
な
差
が
見
ら
れ
た
。（
※
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
賞
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な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
が
見
ら
れ
る
の
か
、
調
べ
た
だ
け
で
は
は
っ

き
り
と
し
た
理
由
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
保
険
事
情
に
つ
い
て
、
父
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

ぼ
く
が
感
じ
た
日
本
と
の
違
い
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

ま
ず
人
々
が
保
険
会
社
を
ど
れ
く
ら
い
信
用
し
て
い
る
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
生
命
保
険
の
保
険
料
は
負
担
の
大
き
い

も
の
が
多
い
が
、
い
ざ
保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
面
に
な
る
と
、
契
約

時
の
不
備
な
ど
か
ら
条
件
が
満
た
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
保

険
金
を
受
け
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
に
対
し

て
日
本
で
は
、
多
く
の
人
が
生
命
保
険
会
社
を
信
用
し
、
万
が
一
の

と
き
に
備
え
て
お
守
り
と
し
て
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
は
、
自
分
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
家
族
や
親
戚
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
意
識
が
強
い
た

め
、
生
命
保
険
に
入
ろ
う
と
思
わ
な
い
人
が
多
い
そ
う
だ
。
そ
れ
に

対
し
て
、
日
本
で
は
自
分
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
家

族
や
親
戚
な
ど
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
残
さ
れ
た

人
た
ち
の
生
活
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
命
保

険
に
加
入
す
る
人
が
多
い
の
だ
と
思
う
。

　

父
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
全
員
に
共
通
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
以
外
の
国
で
は

ま
た
違
う
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
社
会
保
障
制
度

が
整
っ
て
い
る
国
で
は
、
個
人
で
生
命
保
険
に
加
入
し
な
く
て
も
大

丈
夫
だ
と
い
う
安
心
感
か
ら
生
命
保
険
の
加
入
率
が
低
く
な
っ
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
、
父
と
生
命
保
険
の
話

を
し
て
、
ぼ
く
は
日
本
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
た
気
が
し
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
人
々
が
信
頼
で
き
る
生
命
保
険
の
仕
組
み
が
整
っ

て
い
て
、
だ
れ
で
も
安
心
し
て
万
が
一
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
だ
。
さ
ら
に
、
日
本
人
の
死
亡
保
険
の
加
入
率
が

他
国
よ
り
も
特
に
高
い
の
は
、
自
分
に
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た

と
き
に
、
子
ど
も
や
残
さ
れ
た
家
族
が
経
済
的
に
困
ら
な
い
よ
う
に

と
い
う
思
い
や
り
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
と
思
う
。
今
や
“
生
命

保
険
と
い
え
ば
死
亡
保
障
が
つ
い
て
い
て
当
た
り
前
〟
と
思
え
る
く

ら
い
国
中
に
浸
透
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
親

か
ら
子
ど
も
、
孫
へ
と
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
結
果
だ
と
思
う
と

誇
ら
し
く
感
じ
る
。

　

ぼ
く
に
も
将
来
自
分
で
考
え
て
生
命
保
険
に
加
入
す
る
と
き
が

や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
も
こ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
受
け
継

ぎ
、
次
の
世
代
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
※
）
デ
ー
タ
は
本
人
調
べ
。

 「ほけんのキホン｣2019 年 10 月改訂版が
できました！
本冊子は、生命保険の仕組みや活用方法
などが基礎からわかる、生命保険のやさ
しい基本書です。生命保険にこれから加入
する人にも、すでに加入している人にも
幅広くお読みいただけます。
今回の改訂では、家族（情報）登録制度の
内容や、就業不能保障保険、健康増進型
保険の解説の追加などをしました。
お申込は生命保険文化センターのホーム
ページ（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。
B5 判・64 ページ（オールカラー）1部
200 円（税込価格・送料別）
※税込価格を改定しました。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからはQR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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最
近
、
会
社
で
も
育
児
休
業
を
取
る
人

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
育
児
休
業
中
は

お
給
料
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
保
険
か

ら
給
付
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
い
く
ら
く
ら

い
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

育
児
休
業
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
か
ら

育
児
休
業
給
付
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
額
は
最
初
の
半
年
は
給
料
の
67
％
、
そ
の

後
は
50
％
で
す
。
原
則
と
し
て
子
ど
も
が
１
歳

に
な
る
ま
で
（
保
育
所
に
入
れ
な
い
場
合
な
ど

は
最
長
２
歳
に
な
る
ま
で
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

QA

QA

最
初
の
半
年
は
給
与
の
67
％

雇
用
保
険
は
も
と
も
と
失
業
し
た
と
き
に
給

付
を
行
う
も
の
で
し
た
が
、
失
業
し
た
場
合
以

外
に
行
わ
れ
る
給
付
も
あ
り
ま
す
。
育
児
休
業

給
付
金
は
そ
の
ひ
と
つ
で
、
育
児
の
た
め
に
仕

事
を
辞
め
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、
い
わ
ば
失

業
を
防
ぐ
た
め
の
給
付
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す

（
同
様
の
給
付
に
介
護
休
業
給
付
金
や
高
年
齢

雇
用
継
続
基
本
給
付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
）。

こ
の
と
こ
ろ
育
児
休
業
を
取
る
人
が
増
加
し

て
い
て
、
育
児
休
業
給
付
金
を
受
け
取
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
支
給
額
は
、
雇
用
保
険

の
給
付
の
な
か
で
本
家
と
も
い
え
る
失
業
給
付

（
基
本
手
当
）
の
総
額
を
上
回
る
勢
い
で
す
。

さ
て
、
育
児
休
業
は
法
律
に
よ
り
、
そ
の
取

得
が
労
働
者
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
（
逆
に
い
え
ば
、
会
社
は
育
児
休
業
取
得
の

申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
一
定
の
場
合
を
除
き
休

業
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。
た
だ
し
、

通
常
、
休
業
中
は
賃
金
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
育
児
休
業
給
付
金
に
よ
り
休
業
中
の
収
入

育児休業期間中の収入は？

第 36 回

を
保
障
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

育
児
休
業
は
原
則
と
し
て
、
子
ど
も
が
１
歳

に
な
る
ま
で
（
配
偶
者
も
育
休
を
取
得
す
る
場

合
は
１
歳
２
ヵ
月
に
な
る
ま
で
の
間
に
１
年

間
）、
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
育
児
休
業
給

付
金
も
こ
の
間
、給
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
歳
時
点
で
保
育
所
に
入
れ
な
い
場
合
な
ど
は

１
歳
６
ヵ
月
に
な
る
ま
で
、
さ
ら
に
１
歳
６
ヵ

月
時
点
で
も
保
育
所
に
入
れ
な
い
場
合
な
ど
は

２
歳
に
な
る
ま
で
育
休
を
延
長
で
き
、
育
児
休

業
給
付
金
の
給
付
も
同
様
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
額
は
最
初
の
６
ヵ
月
は
給
与
の

67
％
、
そ
の
後
は
50
％
で
す
が
、
上
限
額
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
給
与
が
多
い
場
合
は
上

限
額
と
な
り
ま
す
（
現
在
、
給
与
の
上
限
は

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP http://www.officetakeda.jp/
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先月の「手の動き」に続いて今月は「足の動き」
が相手に与える印象や魅力についてお伝えしま
しょう。
相手とコミュニケーションをとるときに、ちょっとした
足の置き方や角度であなたへの信頼度がグッと
上がります。たとえば、相手から相談を受けたと
きなどは、もちろんあなたらしい真剣な面持ちで
真正面に向き合って「うんうん」と話を聞くのも
悪くはないのですが、「真正面」でコミュニケー
ションをとると、話の内容によっては何となく視線
を強く感じ、お互いの緊張が伝わりやすいのです。
コミュジムではこの「感覚」をボディランゲージ
として具体的に学びます。このような場面であれ
ば、一歩近づいてから相手と30度～ 45度くらい
身体を斜めに開く位置に立ち、
2020年2月号で紹介した「信
頼される手の動き」のボディ
ランゲージをプラスして「私
でよかったら話を聞くよ」と
表現してみましょう。不思議な
ほどに話の風通しがよくなる
のを感じますよ。それが信頼
に変わるのです♥

Prof i le

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

４
５
４
２
０
０
円
、
給
付
額
の
上
限
は
67
％

の
場
合
３
０
１
３
１
４
円
、
50
％
の
場
合
は

２
２
７
１
０
０
円
で
す
。
こ
の
額
は
毎
年
８
月

１
日
に
変
更
さ
れ
ま
す
）。

育
児
休
業
給
付
金
の
手
続
き
は
、
通
常
会
社

を
通
じ
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
書
類
を
提
出
す
る

こ
と
で
行
い
ま
す
。
給
付
金
は
原
則
と
し
て

２
ヵ
月
に
１
回
、
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
な
お
、

育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
要
件
と
し
て
、
休
業

す
る
前
に
、
１
年
間
の
雇
用
保
険
加
入
期
間
が

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
入
社

し
て
１
年
未
満
の
場
合
な
ど
は
給
付
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
そ
も
そ
も
多
く
の

会
社
で
は
、
労
使
協
定
に
よ
り
入
社
後
１
年
間

は
育
児
休
業
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
ま
す
）。

QA

産
休
期
間
は
健
康
保
険
か
ら

と
こ
ろ
で
育
休
は
産
休
（
産
前
産
後
休
業
）

と
は
別
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
産
休

が
取
得
で
き
る
期
間
は
産
前
６
週
間
、
産
後
８

週
間
で
す
。
こ
の
間
も
通
常
、
会
社
は
給
与
を

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

払
い
ま
せ
ん
が
、
産
休
期
間
中
の
収
入
の
保
障

は
雇
用
保
険
で
は
な
く
健
康
保
険
が
行
っ
て
い

ま
す
（
出
産
手
当
金
）。
そ
の
額
は
給
与
（
標

準
報
酬
月
額
）
の
３
分
の
２
で
す
（
実
際
に
は

日
割
り
で
土
日
な
ど
も
含
ん
だ
休
業
期
間
の
日

数
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
）。

な
お
、
産
休
中
、
育
休
中
の
社
会
保
険
料
は

免
除
さ
れ
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間

も
保
険
料
を
払
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
休
業

期
間
の
保
険
料
分
、
年
金
額
が
減
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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感
謝
の
声

お
客
様
か
ら
の

29
歳
で
生
命
保
険
加
入
。
２
年
間
で
２
度
の
入
院
を
経
験
し
て
、

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
を
実
感
し
ま
し
た

大
好
き
な
祖
父
の
影
響
で

「
鉄
道
マ
ン
」
に

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
神
奈
川

県
在
住
の
Ｔ
さ
ま
で
す
。
Ｔ
さ
ま
の
職
業
は
、

鉄
道
マ
ン
で
す
。

「
母
方
の
曽
祖
父
と
祖
父
も
鉄
道
マ
ン
だ
っ
た

の
で
、
私
は
３
代
目
で
す
。
幼
い
頃
か
ら
、
大

好
き
な
祖
父
と
過
ご
す
時
間
が
長
く
、
自
然
に

電
車
好
き
に
な
り
ま
し
た
」

　

２
年
前
に
北
陸
新
幹
線
関
係
の
契
約
社
員
か

ら
、
関
東
地
方
の
鉄
道
会
社
に
転
職
。
念
願
の

正
社
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

出
会
っ
た
の
が
、
住
友
生
命
東
京
東
営
業
部
の

安
達
さ
ん
で
し
た
。

「
入
社
後
の
研
修
中
に
、
何
度
か
安
達
さ
ん
か

ら
生
命
保
険
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
正
直
、

当
時
20
代
の
私
に
は
保
険
の
話
は
、
ピ
ン
と
き

ま
せ
ん
で
し
た
」

　

安
達
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｔ
さ
ま
の
会
社
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前

私
が
担
当
し
て
い
た
会
社
の
新
入
社
員
の
方
に

提
案
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
多
忙
と
い
う
こ

と
で
加
入
が
先
送
り
に
な
っ
て
い
る
間
に
病
気

に
な
り
、『
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
』
と
何
度
も
肩
を
落
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

来
、
若
い
世
代
の
方
に
も
、
言
葉
と
心
を
尽
く

し
て
生
命
保
険
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
安
達
さ
ん
の
気
持
ち
が
、
Ｔ
さ
ま
た

ち
新
入
社
員
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

「
仲
の
よ
い
同
期
た
ち
の
中
で
、
私
が
最
後
に

加
入
し
た
の
で
す
が
、
生
命
保
険
の
あ
り
が
た

さ
を
、
身
を
持
っ
て
知
っ
た
の
は
、
私
が
最
初
。

２
年
間
で
２
度
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

　

１
度
目
は
、新
し
い
仕
事
に
慣
れ
た
あ
る
日
、

40
℃
の
高
熱
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
の
で
す
。

「
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
で
し
た
。
点
滴
治
療

で
症
状
は
す
ぐ
に
治
ま
っ
た
の
で
す
が
、
完
治

す
る
ま
で
、
８
日
間
の
入
院
が
必
要
で
し
た
。

生
命
保
険
の
給
付
金
で
医
療
費
が
ま
か
な
え
、

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」

　

２
度
目
は
、
肺
炎
か
ら
１
年
後
の
秋
。
Ｔ
さ

ま
は
鼻
の
手
術
で
入
院
し
ま
し
た
。

「
ず
っ
と
鼻
づ
ま
り
や
副
鼻
腔
炎
な
ど
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
し
た
」

～
あ
な
た
を
守
り
た
い
～

お
客
様
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

母
方
の
祖
父
（
92
歳　
無
職
）／
父
（
59
歳　
会
社
員
）／
母
（
59
歳　
会
社
員
）／

Ｔ
さ
ま
（
31
歳　
会
社
員
）／
弟
（
23
歳　
就
活
中
）

Vol.190
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20
代
後
半
か
ら
、
睡
眠
時
に
無
呼
吸
に
な
る

深
刻
な
症
状
も
現
れ
、
手
術
を
決
心
。
１
週
間

の
入
院
を
し
ま
し
た
。

「
長
年
悩
ま
さ
れ
て
い
た
鼻
の
症
状
が
ス
ッ
キ

リ
改
善
し
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
同
期
た

ち
に
は
『
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
て
よ
か
っ

た
よ
！
』
と
伝
え
て
い
ま
す
」

　

Ｔ
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生
命
保
険

へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
安
達
さ
ん
の
お
話
を

交
え
て
、こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
社
員
に
な
っ
て
生
命
保
険
に
加
入

「
私
が
生
ま
れ
た
年
に
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

た
母
方
の
祖
父
が
、
鉄
道
会
社
を
定
年
退
職
し

ま
し
た
。
両
親
と
も
に
働
い
て
い
た
の
で
、
私

は
祖
父
と
過
ご
す
時
間
が
長
く
、
散
歩
で
電
車

を
見
に
行
っ
た
思
い
出
が
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」

　

Ｔ
さ
ま
は
大
学
卒
業
後
、
す
ぐ
に
鉄
道
会
社

に
就
職
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
先
輩
に
誘
わ
れ
別
業
種
の
会
社
に
就
職
し
た

の
で
す
が
、
鉄
道
マ
ン
へ
の
夢
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
27
歳
の
と
き
、
父
方
の
祖
父
母

が
住
む
北
陸
地
方
の
鉄
道
会
社
で
募
集
が
あ

り
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
契
約
社
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
」

　

職
場
の
温
か
い
雰
囲
気
と
祖
父
母
や
親
戚
の

方
た
ち
の
存
在
で
、
Ｔ
さ
ま
は
い
き
い
き
と
新

し
い
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
し
か
し
、
２
年
の
在
籍
中
に
父
方
の
祖
父
母

が
相
次
い
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
神
奈
川
県
の

実
家
に
い
る
母
方
の
祖
父
は
か
く
し
ゃ
く
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
90
歳
を
過
ぎ
、
年
相
応
に
老

い
て
き
ま
し
た
。
私
は
母
方
の
祖
父
と
の
時
間

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
30
歳
を
目
前
に
Ｔ
さ
ま
は
、
安
定

し
た
正
社
員
の
道
を
探
そ
う
と
思
っ
た
の
で

す
。

「
そ
ん
な
と
き
、
関
東
地
方
の
鉄
道
会
社
に
募

集
が
あ
り
、正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

祖
父
は
大
喜
び
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

転
職
と
と
も
に
、
ご
実
家
に
も
ど
っ
た
Ｔ
さ

ま
。新
入
社
員
と
し
て
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
配
属
前
に
同
期
と
と
も
に
受
け
ま
し
た
。
研

修
中
に
、
安
達
さ
ん
か
ら
生
命
保
険
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
加
入
を

希
望
す
る
同
期
へ
の
具
体
的
な
話
も
聞
く
機
会

が
あ
り
、
私
も
加
入
を
決
め
ま
し
た
」

　

安
達
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｔ
さ
ま
は
さ
わ
や
か
で
考
え
方
が
し
っ
か
り

し
た
好
青
年
。
生
命
保
険
に
つ
い
て
も
、
独
身

の
間
は
無
理
を
せ
ず
、
収
入
に
見
合
っ
た
も
の

を
選
び
た
い
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
」

　

Ｔ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
今
ま
で
通
院
し
た
の
は
、
耳
鼻
科
と
歯
科
だ

け
。
健
康
診
断
は
毎
年
問
題
の
な
い
数
値
だ
っ
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た
の
で
、
生
命
保
険
の
必
要
性
は
ま
っ
た
く
感

じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
安
達
さ
ん

の
お
話
を
聞
き
、
夜
勤
も
あ
る
不
規
則
な
仕
事

内
容
と
30
代
を
目
前
に
し
た
年
齢
で
、『
転
ば

ぬ
先
の
杖
』
が
必
要
だ
と
決
心
し
ま
し
た
」

肺
炎
球
菌
に
感
染
し
て
40
度
の
高
熱

　

研
修
後
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
幸
い
に
も
実

家
か
ら
通
え
る
駅
で
し
た
。

「
驚
い
た
こ
と
に
、
母
方
の
祖
父
が
定
年
ま
で

勤
務
し
て
い
た
駅
の
隣
駅
で
し
た
。
祖
父
は
、

私
と
夕
飯
を
食
べ
る
と
き
に
は
、
必
ず
仕
事
の

こ
と
に
耳
を
傾
け
、
的
格
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
ま
す
。
鉄
道
マ
ン
と
し
て
も
、
と
て
も

尊
敬
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
Ｔ
さ
ま
の
職
場
の
大
先
輩
が
、
な

ん
と
お
祖
父
様
の
後
輩
だ
っ
た
こ
と
も
判
明
。

「
私
か
ら
お
願
い
し
て
、
そ
の
場
で
祖
父
に
電

話
し
、35
年
ぶ
り
に
会
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

祖
父
は
も
ち
ろ
ん
、
先
輩
も
大
い
に
感
動
し
て

く
れ
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
新
天
地
で
も
職
場
環
境
や
人
間
関

係
に
恵
ま
れ
、好
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
Ｔ
さ
ま
。

あ
る
日
高
熱
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

「
平
熱
は
35
・
４
度
と
低
い
の
に
み
る
み
る
40
度

に
な
っ
て
、
フ
ラ
フ
ラ
。
食
べ
物
ど
こ
ろ
か
、

水
を
飲
ん
で
も
吐
い
て
し
ま
う
、
今
ま
で
経
験

の
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
近
く
の
病
院
で

受
診
し
た
と
こ
ろ
、
胃
腸
炎
と
誤
診
さ
れ
、
薬

を
処
方
さ
れ
ま
し
た
」

　

も
ち
ろ
ん
薬
は
一
切
効
か
ず
、
体
調
は
ま
す

ま
す
悪
化
。
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
も
つ
ら
い

状
態
が
続
き
ま
し
た
。
Ｔ
さ
ま
は
「
こ
れ
は
お

か
し
い
」
と
自
ら
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。

「
大
き
な
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
す
ぐ
に
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
と
診
断
。
即
入
院
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
点
滴
治
療
を
し
て

す
ぐ
に
症
状
は
改
善
し
ま
し
た
が
、
感
染
症
な

の
で
、
８
日
間
入
院
し
ま
し
た
」

　

入
院
中
に
、
Ｔ
さ
ま
の
お
母
様
か
ら
安
達
さ

ん
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
安
達
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
の
父
が
肺
炎
球
菌
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
若
い
と
は
い
え
Ｔ
さ
ま
の

こ
と
が
心
配
で
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
お
見
舞
い

を
し
ま
し
た
」

　

Ｔ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
安
達
さ
ん
か
ら
お
見
舞
い
メ
ー
ル
を
い
た
だ

い
た
り
、
90
代
の
祖
父
が
心
配
の
あ
ま
り
自
転

車
で
病
院
に
駆
け
つ
け
て
き
た
り
。
仕
事
も
休

ん
で
し
ま
っ
て
、
職
場
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
な
ど
、
つ
く
づ
く
健
康
の
大
切
さ
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　

退
院
後
、
Ｔ
さ
ま
は
給
付
金
請
求
の
書
類
を

手
渡
し
た
そ
う
で
す
。

「
心
の
こ
も
っ
た
お
見
舞
い
メ
ー
ル
を
い
た
だ
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い
た
お
礼
も
か
ね
て
お
会
い
し
ま
し
た
。
後
日

給
付
金
が
振
り
込
ま
れ
た
と
き
に
再
度
あ
り
が

た
く
感
じ
ま
し
た
ね
。」

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
鼻
の
手
術
で

改
善
！
　「
仕
事
に
婚
活
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

　

Ｔ
さ
ま
の
仕
事
は
、
夜
勤
も
あ
る
シ
フ
ト
勤

務
で
す
。
30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
熟
睡
で
き
な

く
な
り
、疲
れ
が
た
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
原
因
は
、『
鼻
中
隔
弯
曲
症
』
に
よ
る
、『
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
』
で
す
」

　

鼻
中
隔
弯
曲
症
は
、
鼻
を
左
右
に
わ
け
て
い

る
し
き
り
「
鼻
中
隔
」
が
曲
が
っ
て
い
る
病
気
。

鼻
が
つ
ま
っ
て
口
呼
吸
や
い
び
き
、
に
お
い
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

Ｔ
さ
ま
の
よ
う
な
場
合
、
睡
眠
中
に
呼
吸
が

何
度
も
止
ま
る
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
な
る
と
、
起
き
て
い
る

と
き
の
強
い
眠
気
や
、
倦
怠
感
、
疲
労
感
、
集

中
力
が
続
か
な
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

「
仕
事
へ
の
影
響
が
あ
る
の
で
、
医
師
と
相
談

し
て
手
術
を
決
心
し
ま
し
た
」

　

安
達
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
手
術
後
２
日
目
に
、
書
類
を
届
け
が
て
ら
お

見
舞
い
に
伺
い
ま
し
た
。
晴
れ
晴
れ
と
し
た
笑

顔
で
私
ま
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
」

　

Ｔ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
手
術
を
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
睡
眠
時
の
無

呼
吸
も
改
善
し
熟
睡
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
鼻
を
か
む
と
ス
ッ
ー
と
通
る
気
持
ち
よ
さ

を
、
生
ま
れ
て
初
め
て
体
験
で
き
ま
し
た
。
医

療
費
も
保
障
さ
れ
て
、
保
険
の
あ
り
が
た
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
」

　

29
歳
で
生
命
保
険
に
加
入
し
て
「
人
生
が
リ

セ
ッ
ト
で
き
た
」
と
Ｔ
さ
ま
。

「
も
と
も
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、
休
日
は

ジ
ム
で
体
を
鍛
え
た
り
、
ひ
と
り
旅
に
出
か
け

た
り
独
身
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
が
、
暮

ら
し
を
一
緒
に
楽
し
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
ほ
し

く
な
り
ま
し
た
」

　

本
格
的
に
婚
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
意

欲
的
に
な
っ
た
と
か
。

「
祖
父
は
１
０
０
歳
ま
で
生
き
た
い
と
い
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
結
婚
し
た
い
で
す
」

　

最
後
に
安
達
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｔ
さ
ま
は
『
自
分
が
生
命
保
険
の
お
世
話
に

な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
』
と
驚
い
て

い
ま
し
た
が
、
肺
炎
球
菌
に
感
染
し
た
り
、
鼻

炎
が
悪
化
し
た
り
。
年
齢
を
問
わ
ず
、『
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
』事
態
は
訪
れ
る
も
の
で
す
。

ま
さ
に
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

若
い
世
代
の
方
た
ち
に
も
生
命
保
険
の
重
要
性

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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安
定
し
た
資
産
形
成
の

ス
タ
ー
ト
に
活
用
し
よ
う

２
０
１
９
年
12
月
に
決
定
さ
れ
た
２
０
２
０

年
度
税
制
改
正
大
綱
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投

資
非
課
税
制
度
）
の
見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・

ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
各
制
度
で
予
定
さ
れ
て

い
る
具
体
的
な
変
更
点
は
次
の
通
り
で
す
。

一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
２
０
２
３
年
ま
で
と
さ

れ
て
い
た
投
資
可
能
期
間
が
、
改
正
に
よ
り
５

年
延
長
さ
れ
、
２
０
２
８
年
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
非
課
税
枠
が
、
リ
ス
ク
の
低
い

一
部
の
投
資
信
託
な
ど
の
み
に
投
資
で
き
る
積

立
枠
（
年
20
万
円
ま
で
）
と
、
こ
れ
ま
で
通
り

株
式
や
投
資
信
託
に
投
資
で
き
る
投
資
枠
（
年

１
０
２
万
円
ま
で
）
の
２
階
層
に
分
か
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
５
年
間
の
非
課
税
枠
の
合
計

は
６
１
０
万
円
で
す
。
現
在
の
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
非
課
税
枠
は
、
年
１
２
０
万
円
、
５
年
間
で

最
大
６
０
０
万
円
な
の
で
、
今
よ
り
少
し
だ
け

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
新
し
い
方
式

は
、２
０
２
４
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
投
資
可
能
期
間
が

５
年
延
長
さ
れ
、
２
０
４
２
年
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
非
課
税
期
間
が
最
長

20
年
間
で
あ
る
も
の
の
、
投
資
可
能
期
間
が

２
０
３
７
年
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
始
め
る
の
が
遅
い
ほ
ど
非
課
税
枠
が
少

な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
が
、
今
回
の
改
正
で
期
間
が
延
び
た
こ
と
に

よ
り
、
２
０
２
３
年
ま
で
に
始
め
れ
ば
、
20
年

間
分
の
非
課
税
枠
（
８
０
０
万
円
）
を
得
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
利
用
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
見
直
し
に
よ
っ
て
制
度

の
廃
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。現
行
の
予
定
通
り
、

投
資
可
能
期
間
は
２
０
２
３
年
で
終
了
と
な
り

ま
す
。
口
座
内
の
お
金
な
ど
は
、
２
０
２
４
年

以
降
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

予
定
で
す
。

個
人
の
安
定
し
た
資
産
形
成
に
、
も
は
や
投

資
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
の
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

と
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
期
間
延
長
も
、
個
人

の
投
資
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

少
額
か
ら
で
も
始
め
や
す
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、

投
資
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
挑
戦
し
や
す
い
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

思わず
伝えたくなる！

にまつわるお金
エトセトラ

第 108回

NISA 見直し！
非課税制度は
こう変わる

etc.…
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ご協力お願いいたします！！
「JAIFA年次大会in静岡」に向けて

カード類、メガネ、タオルの収集
収集期間  2019 年11月1日～2020 年 5 月 29 日

2020 年度へ続く社会貢献活動事業の一環として、
「カード類」、「使用しなくなったメガネ」、「未使用
のタオル」について、2020 年 5 月 29 日に開催
する「JAIFA 年次大会 in 静岡」に向けて収集活動
を展開してまいります。全国の皆さまのご協力を
お願いいたします。

＜回収方法＞	カード類、メガネ、タオルは、2020 年 5月 29 日の静岡年次大会会場へご持参いただくか、地方
協会内でまとめて収集ください。	 	
※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱ってください。

JAIFA 本部事務局　社会奉仕委員会
〒 103-0022　東京都中央区日本橋室町1-13-5 日本橋貝新N.Y. ビル 6階
TEL：（03）3241-6633　　FAX：（03）3241-0314　　E-mail：info@jaifa.or.jp

問合せ先

社会奉仕委員会からのお知らせ

● テレホンカード類		 	45 枚
●ハガキ、切手		 	891枚
●メガネ		 	405 個
●タオル		 	8,825 枚

2019年長野大会回収実績

ご協力ありがとうございました！！ご協力ありがとうございました！！

カード、ハガキ、切手、有価証券の収集
現在使用していない、テレホンカードやプリペイドカード、ハガキや切手などはございますか？
● カード類
テレホンカード、クオカード、プリペイドカードなど
● 有価証券
ハガキ、切手など
※ただし、未使用品のみにてお願いします。このカード類は換金のうえ、
　社会貢献活動での支援に活用してまいります。

メガネの収集
使用しなくなったメガネをお持ちでしたらお譲りください。
● メガネ
使用しなくなったメガネ（老眼鏡やサングラスも可能です）
ただし、レンズ、フレームに破損箇所があるもの、100 円ショップで購入した商品はご遠慮ください。
メガネは、NPOを通じ経済的に余裕のない国や、大きな災害時に被災地にお送りし役立てていた
だくことができます。

未使用タオルの収集
ご自宅に未使用タオルはございませんか？
● ハンドタオル、バスタオル等
タオルは、年次大会の開催地である静岡県内の福祉施設等の活動に役立てて	
いただけるように、お渡しします。
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 5,000名

大会規模

年次大会のご案内は、毎年 Present 誌 2 月号に同封しておりましたが、昨年度より誌面に印刷する形式をとらせて
いただいておりますのでご了承ください。お申し込み方法は例年と変わりません。よろしくお願いいたします。お知らせ

開催日

令和 2 年 5月29日（金）
年次大会

グランシップ
ディナーパーティ

ホテルセンチュリー静岡

2020JAIFA年次大会in静岡
参加者募集開始のご案内

お申込みは順次お受けいたしますが、申込期限
を待たずして、定員になり次第締切らせていた
だくことがありますので、ご了承ください。

会員はもとより、一般市民の方、ご友人、お客
様などどなたでもご参加いただくことができ
ます。

年次大会会場は、「東静岡駅前」にあり、「静岡駅」
から1駅です。

静岡のグルメやお土産店もあります。
全国各地から集まるお仲間との旧交も楽しみ
ですね。

大会を大いに楽しもう。展示ブース
会場は 10 時オープン予定です。

静岡は新幹線での
アクセスもよいです。

大会参加人員は 5,000 名を
予定しています。

年次大会は
JAIFA「公益目的」事業です。

今年度の年次大会は静岡県静岡市にて開催されます。
世界遺産の富士山がある駿河の国へ皆様をお誘いします。
静岡ご当地グルメも楽しんでください。
大会へのご案内は、左記ページよりご確認の上お進みください。
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年次大会実行委員長　根本一樹
第１７回を迎えます「２０２０ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎ静岡」がいよいよ開
催されます。
「ふじの国」とも呼ばれる静岡県は、富士山をはじめ魅力にあふれ
ている街です。

全国から数千名の皆さまをお迎えするため、企画委員会と静岡県協会で構成された
実行委員が心を込めて準備にあたっています。
たくさんの感動と希望をお届けできますよう、おもてなしの心で皆さまのご来場を
お待ちしています。
それでは、グランシップでお会いしましょう。
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